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イ
ギ
リ
ス
の
下
層
中
流
階
級
に
生
ま
れ
た
ウ
ェ
ル
ズ
は
奉
公
の
後
、
大
学
で
生
物

学
を
学
び
ま
し
た
。
卒
業
後
は
教
師
を
す
る
か
た
わ
ら
「
生
物
学
の
教
科
書
（
一

八
九
三
）
」
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
病
気
療
養
を
経
て
文
筆
活
動
に
入

り
、
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
誌
な
ど
に
寄
稿
。
一
八
九
五
年
に
最
初
の
小
説
「
タ
イ
ム

マ
シ
ン
」
を
発
表
し
ま
し
た
。 

ウ
ェ
ル
ズ
のS

F

作
品
は
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
代
が
中
心
で
す
。
二
〇

世
紀
に
入
る
と
自
伝
的
要
素
の
強
い
小
説
や
女
性
解
放
を
示
唆
す
る
恋
愛
小
説

を
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
社
会
的
政
治
的
思
想
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
強
い
、

例
え
ば
、
合
成
食
品
に
よ
る
生
物
の
「
巨
大
化
」
を
描
い
た
作
品
や
、
第
一
次
世

界
大
戦
の
前
に
「
原
子
力
兵
器
の
出
現
」
と
「
核
戦
争
の
到
来
」
を
書
い
た
作
品

を
手
が
け
ま
し
た
。
生
涯
に
お
け
る
文
学
、
科
学
、
社
会
、
歴
史
、
政
治
な
ど
、

様
々
な
分
野
の
膨
大
な
著
作
の
中
、
触
れ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
は
皆
無
と
い
え
る
程

で
す
。
社
会
活
動
家
と
し
て
の
ウ
ェ
ル
ズ
は
、
国
際
連
盟
の
樹
立
を
提
唱
し
た
り
、

人
権
宣
言
に
つ
い
て
の
書
簡
を
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
や
「
タ
イ
ム
ズ
」
紙
に
送
り(

一

九
三
九)

日
本
国
憲
法
の
原
案
作
成
に
影
響
を
与
え
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「S
F

の
父
」
と
い
わ
れ
ウ
ェ
ル
ズ
。
彼
の
作
品
に
登
場
す
る
「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
」

や
人
間
を
透
明
に
す
る
化
学
物
質
、
他
の
惑
星
か
ら
の
「
地
球
侵
略
」
、
人
間
の

神
経
中
枢
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ
時
間
を
引
き
延
ば
す
「
新
加
速

剤
」
…
全
て
み
な
仮
説
で
す
。
彼
は
大
衆
の
心
の
超
自
然
的
願
望
に
科
学
的
、
倫

理
的
、
現
代
的
説
明
を
し
、
新
し
い
小
説
ジ
ャ
ン
ル
を
生
み
出
し
ま
し
た
。S

F

史
上
最
初
で
最
大
の
ア
イ
デ
ア
・
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
ウ
ェ
ル
ズ
の
作
品
は
古
典

と
な
り
つ
つ
、
今
な
お
、
映
画
や
新
た
なS

F

作
品
と
な
っ
て
楽
し
ま
せ
続
け
て

い
ま
す
。 

タイムマシン 

The Time Machine 

（1895） 

 

時空を超える機械「タイムマシン」を発明し

た「時の旅行者（タイムトラヴェラー）」は、

80 万年後の未来世界に飛び、そこで見た人類

の変わり果てた姿に衝撃を受ける―。今から

120 年前の作品ですが、色あせず、1966 年と

2002年に映画化されています。 

宇宙戦争 The War of the Worlds 

20世紀初め火星人が地球に到来。武力で侵略して

きた！ 

後にアメリカでラジオドラマ化され（1938年）あ

まりの迫真さにパニックが起き、それからフィク

ションを放送する際には一定の規制をかける法律

が制定されたといいます。 

大きな頭と退化した四肢をもつタコの様な姿の火

星人のイメージも世に広まりました。 

 

透明人間 The Invisible Man 

（1897） 

自らが開発した薬品によって透明

人間に変身した科学者。悪意憎しみ

に満ちた男がその能力を持って暴

れ出した時人々は見えない恐怖に

怯える―この物語は狂気の科学者

と社会との対立を描く傑作として、

SF 小説の社会的意義にも触れた作

品です。 

 

世界史概観 A Short History of 

the World （1922） 

 

後半生においてウェルズは世界平和

を願い、国家主義を排した普遍的な

世界史叙述に取り組みました。第一

次大戦を経て、更なる大戦争へ向う

前に執筆された本書は地球と生命の

誕生に始まる人種の歩みを白人文明

中心思想を脱却した大きな視点で物

語っています。 

 


